
コロナ禍により大学の環境も大きく変化し、オンライン就活も定着した感があります。学生の学びや就職支援に関わる人たちは、
常に思考や手法をアップデートする必要があります。そこで、主に大学教職員、キャリアカウンセラーを対象に、

「就職支援・授業・本・電子資源」に焦点を当てたセミナーを開催します。基調講演の常見陽平氏は、雇用分野では国内屈指の
論客であり勤務校では就職支援も担当。気鋭の授業実践者にして、就活書の著者でもあります。特別講演の菊池健司氏は情報

検索の達人。「1日1冊」を30年続ける読書の鬼でもあります。今後の図書館やキャリア支援部署はどうあるべきか、
諸問題を考えるために最適の識者が存分に語る企画を用意しました。

さあ皆さま、夏の終わりのオンラインでお会いしましょう。奮っての参加をお待ちしています。

2021年9月30日㊍ 13:30～16:50

2021年9月28日㊋
▼セミナー参加申し込みフォームからお申し込み下さい

参加費
無料

https://form.toyokeizai.net/
enquete/dcl2021/

主  催 東洋経済新報社

協  賛 紀伊國屋書店

◉早期化or分散？ 最新就活事情
◉オンライン時代の学生支援で大事なこと
◉若者に選ばれる企業とは　◉採用・ICT・倫理の問題を考える

常見 陽平 

プロフィール・1974年生まれ、北海道札幌市出身。一橋大学商学部卒業
後、リクルート、玩具メーカー、コンサルティング会社を経て独立。働きな
がら一橋大学大学院社会学研究科修士課程修了（社会学修士）。2015年
4月より現職。専攻は労働社会学。大学生の就職活動、労使関係、労働問
題、キャリア論、若者論を中心に、執筆・講演など幅広く活動中。『僕たちは
ガンダムのジムである』（日経ビジネス人文庫）、『「就活」と日本社会』
（NHKブックス）、『親は知らない就活の鉄則』（朝日新聞出版）、『なぜ、残業はなくならないのか』
（祥伝社新書）など著書多数。

働き方評論家　千葉商科大学国際教養学部准教授

■ 第１部「これからの就活・採用・働き方」

◉社会への扉を開く「就活本」　◉各大学書店の売れ筋傾向と特徴
◉業界地図は「大人社会の図鑑」　◉ネットでなく紙を買う理由

◆ 聞き手：東洋経済新報社　西村

■ 第2部「就活関連書籍から見えてくるもの」

東洋経済新報社 デジタルメディア局 教育事業推進部〔担当：西村〕
dcl2013@toyokeizai.co.jp 03-3246-5668

開催
日時

申込
方法

オンライン
（Zoomウェビナーを予定）

開催
方法

申込
締切

スペシャルトーク 13:30 ～15:00
プログラム

「たしかな情報と就職支援」
大学職員向けセミナー

休 憩 15:00 ～15:10

お問い
合わせ

菊池 健司

プロフィール・1990年に日本能率協会総合研究所（社団法人日本能率協会のグループ法
人）へ入社。途中、外資系金融機関での勤務を経て現在に至る。民間企業、官公庁、独立行
政法人、大学、自治体等からの要請に応じ、公開情報を中心とした情報提供業務に長年携
わる。現在は、情報収集・活用手法のセミナー・研修はもとより、未来予測や新規事業探
索、特定ビジネスに関するトレンド解説、定期訪問勉強会等を各企業にて日々実施。
2021年6月より、ラジオNIKKEI「ソウミラ～相対的未来情報発信番組」（毎週月曜日
20:20～）にレギュラー出演。「今週の読まぬは損」（日本能率協会マネジメントセンター J.H.倶楽部）にて書評連載中。

日本能率協会総合研究所　MDB事業本部エグゼクティブフェロー

スペシャルレクチャー 15:50 ～16:50

◉民間企業の調査依頼が盛んなテーマとは
◉ビジネスの変化とオススメ情報活用法
◉今こそ読んでおきたい未来予測関連文献

■ 「これから何が起こるのか？
  　 ‒‒大学職員が持つべき未来構想力」

東洋経済新報社 教育事業推進部

実践報告 15:10 ～15:50
西村 雄吉
プロフィール・明治大学法学部卒業後、住宅メーカー、専門出版社を経て2002年に東洋経済新報社へ入社。広告局、デー
タ事業局を経て、2014年よりマーケティング局電子出版チームにて、オンラインデータベース、デジタルアーカイブ、
電子図書館を担当。現在はデジタルメディア局教育事業推進部長として全国の大学図書館、キャリアセンター主催セミ
ナー出演など学生向け講演は年間30回以上。青山学院大学経済学部、明治大学商学部で「企業の見方」講座を開講し、オ
ンラインでのアクティブラーニング授業のプロデュースを手掛ける。2021年は國學院大學経済学部教員とのコラボで
SDGsに特化した双方型授業「政策デザイン」の設計に携わる。

◉オンライングループワークの死角
◉成果発表と評価に関する学生の反応
◉学び・情報ツール・プレゼン
◉進化するDCLの今後

■ 「オンライン授業の光と陰」


